
コ
ヽ

エ
ル
バ
ソ
等
を
回
り
、
ア
メ
リ
カ
に
再
入
国
し
南
部
の
テ
キ
サ
ス
、

リ
ダ
を
回

っ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ヘ
行
っ

た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
一
月
過
ご
し
て

四
月
十

一
日
、
行
き
と
同
じ
竜
田
丸
に
て
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、

「
工
芸
の
輸

出
そ
の
根
底
の
大
き
な
問
題
ー
|
'
」
（
『
報
知
新
聞
』
）
、
「
メ
キ
シ
コ
に
於

け
る
工
芸
事
情
」
（
『
東
京
工
芸
』
）
、
「
メ
キ
シ
コ
の
工

芸
に
就
て
」
（
『
輸
出
エ

芸』）
、

『
汎
工
芸
』
に
昭
和
十
六
年
九
月
か
ら

「
外
滸
雑
稿

」

を

六

篇

連

載

（
い
ず
れ
も
『
高
村
豊
周
文
集
』
皿
に
収
録
）
等
、
講
演
録
や
随
箪
を
発
表
、

画
像
』
に
も
詳
し
い
。

な
お
、
商
工
省
よ
り
支
給
さ
れ
た
旅
費
を
倹
約
し
て
メ
キ
シ
コ
の
物
品
を
蒐

集
し
、

メ
キ
シ
コ
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
工
芸
指
禅
所
の
中
に
作
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
戦
災
で
灰
煽
に
帰
し
た
。
帰
国
後
、
高
島
屋
で
メ
キ
シ
コ
の
エ

芸
品
を
陳
列
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
喫
煙
具
を
集
め
、
商
工
省

に
皆
納
め
た
。
商
工
省
に
報
告
書
を
書
い
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
報
告
書

は
現
在
、
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
十

一
年
か
ら
毎
年
、
同
十
七
年

ま
で
商
工
省
主
催
の
工
芸
展
が
輸
出
工
芸
展
覧
会
、
輸
出
工
芸
図
案
展
覧
会
、

工
芸
品
輸
出
展
覧
会
と
名
称
を
変
え
な
が
ら
開
催
さ
れ
、
農
周
は
そ
の
審
査
員

を
務
め
て
い
た
が
、
戦
争
が
激
し
く
な
り
中
止
さ
れ
、
メ

キ
シ
コ
の
日
本
工
芸

展
覧
会
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

⑬

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
覧
会

昭
和
十
五
年
、
文
部
省
は
挙
国
一
致
の
国
策
を
推
進
す
る
一
助
と
し
て
文
展

の
代
わ
り
に
紀
元
一
一
千
六
百
年
奉
祝
美
術
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

期
間
は
前
期
が
十
月

一
日
か
ら
同

二
十
二
日
ま
で
、
後
期
が
十

一
月
三
日
か
ら

同
二
十
四
日
ま
で
と
し
、

会
場
は
東
京
府
美
術
館
が
充
て
ら
れ
た
。
文
部
省
と

『自
フ
ロ

献
納
画
の
共
同
製
作

「
諸
新
聞
切
抜
」
（
昭
和
十
五
年
）
を
見
る
と
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
に

関
す
る
記
事
が
各
紙
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
三
月
一
日
の

各
紙
に
本
校
生
に
よ
る
共
同
制
作
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
左
記
は
『
報

知
新
聞
』
の
記
事
で
あ
る
。

よ
き
年
の
記
念
に

海
軍
省
と
南
京
穂
司
令
部
へ
獣
納

紀
元
二
千
六
百
年
に
卒
業
す
る
記
念
と
し
て
美
校
卒
業
生
が
油
給
を
共
同
制

作
し
海
陸
軍
へ
獣
奉
す
る
、
東
京
美
術
駆
校
洋
霊
科
卒
業
生
舟
名
は
二
班
に

分
れ
海
陸
雨
軍
に
ゆ
か
り
の
あ
る
給
を
共
同
制
作
す
る
計
霊
を
た
て
二
千
六

⑭ 

和
田
小
林

万
吾
亀
蔵
三
造

南津
田
北
村

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
の
共
同
主
催
、
内
閣
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
事
務
局

お
よ
び
東
京
府
協
賛
と
い
う
か
た
ち
が
と
ら
れ
、
作
品
に
つ
い
て
は
文
展
と
同

様
に
第
一
部

・
絵
画
（
日
本
画
）
、
第
二
部

・
絵
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス

テ
ル
画
、
素
描
、
創
作
版
画
等
）
、
第
一
一
一
部
・
彫
塑
、
第
四
部

・
美
術
工
芸
と

い
う
区
分
に
従
っ
て
公
募
す
る
こ
と
と
な
り
、
委
員
長
に
細
川
設
立
、
総
務
委

員
に
菊
池
文
部
次
官
、
歌
田
祝
典
事
務
局
長
、
永
井
（
浩
）
専
門
学
務
局
長
、

岡
田
東
京
府
知
事
ら
が
任
命
さ
れ
た
。
審
査
委
員
は
帝
国
芸
術
院
会
員
お
よ
び

官
展
、
在
野
団
体
の
有
力
作
家
か
ら
選
ば
れ
た
。
そ
の
中
の
本
校
教
官
は
次
の

十
二
名
で
あ
っ
た
。

藤

島

武

二

建
畠
弥
一
郎

香
取
秀
治
郎

信
夫
西
望

田
辺

至

清
水

策
造

結
城
朝
倉

貞
松
文
夫
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ま
っ
た
一
同
は

百
年
ク
ラ
ス
會
と
名
づ
け
て
記
念
制
作
を
行
ふ
こ
と
A

な
り
海
軍
班
は
早
く

も
海
を
テ
ー
マ
に
七
尺
五
寸
に
七
尺
の
百
五
十
琥
の
大
作
を
描
く
こ
と
に
決

定
、
三
日
か
ら
二
週
間
千
葉
縣
勝
浦
町
漁
村
道
場
に
立
籠
り
朝
晩
は
道
場
生

と
同
じ
く
修
練
し
て
海
洋
魂
を
投
っ
た
上
、
壼
間
は
素
材
を
集
め
、
魂
を
打

込
ん
だ
『
海
』
の
給
を
描
く
、
道
場
へ
立
籠
る
の
は

〔良〕

大
柳
龍
男
、
盆
田
卯
咲
、
藤
本
東
一
郎
、
盆
永
端
、
中
江
泉
、

樽
松
正

利
、
山
尾
平
、
田
中
芳
郎
、
臼
田
輝
四
郎
、
元
田
乾
行
、
乙
葉
統
、
森
井

龍
起

の
諸
君
で
海
軍
省
軍
事
普
及
郡
か
ら
高
橋
中
佐
が
指
導
の
た
め
同
行
す
る
、

共
同
制
作
は
六
月
一
杯
に
完
成
、
八
月
十
一
日
か
ら
一
週
間
府
美
術
館
に
飾

っ
た
後
海
軍
省
に
獣
納
さ
れ
る
が
、
廿
九
日
午
後
一
―
一
時
か
ら
芝
水
交
社
に
集

従
束
海
に
闘
す
る
紺
盪
は
極
め
て
少
い
の
で
今
回
は
波
だ
け
を
テ
ー
マ
と

し
た
新
し
い
組
を
作
り
上
げ
た
い

と
張
り
切
つ
て
語
っ
た
、
な
ほ
陸
軍
班
も
同
じ
く
共
同
制
作
の
上
南
京
の
司

令
部
〔
他
紙
に
は
司
令
部
将
校
集
会
所
と
あ
る
〕
へ
獣
奉
す
る
筈

油
画
科
で

は
昭
和
十
一
年
卒
業
の
ク
ラ
ス
が
城
信
義
追
悼
の
た
め
に
共
同
制

作
を
し
た
例

(766
頁
）
が
あ
る
が
、
今
回
の
制
作
は
進
ん
で
国
家
に
奉
仕
し
よ
う

と
い
う
気
持
を
表
し
た
も
の
で
、

百
五
十
号
の
海
に
因
む
絵
と
陸
に
因
む
絵
と

を
海
軍
班
と
陸
軍
班
と
が
一
点
ず
つ
制
作
し
た
。
前
者
は
怒
濤
を
描
含
、
後
者

は
「
初
夏
の
子
供
」
と
題
し
、
子
供
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
る
穏
や
か

な
情
景
を
描
い
た
も
の
で
、
前
者
の
下
図
を
描
い
た
藤
本
東
一
良
氏
に
よ
れ

ば
、
と
も
に
写
実
的
な
作
風
で
、
軍
か
ら
骰
用
を
支
給
さ
れ
た
と
は
言
え
、
士

⑮ 

皇
紀
二
千
六
百
年
祝
典

な
お
海
軍
に
は
既
報
の
如
く
同
様
『
怒
濤
』
が
獣
納
さ
れ
た

（
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
三
日
『
報
知
新
聞
』
）

な
っ
た

気
を
鼓
舞
す
る
た
め
の
戦
争
画
で
は
な
く
、
銃
後
の
人
を
慰
め
る
た
め
に
描
い

た
も
の
で
、
し
か
も
、
誰
か
か
ら
指
示
、
指
禅
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
生
徒
た

ち
自
ら
発
案
し
、
完
成
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
作
品
の
所
在
は
不
明
で
あ
る

が
、
新
聞
に
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

結
ぶ
若
き
彩
管
の
糀
進

合
作
聾
II
初
夏
の
子
供
11

獣
納

今
春
東
京
美
術
學
校
油
盟
科
を
巣
立
っ
た
宵
年
美
術
家
逹
が
結
成
し
て
ゐ
る

II
二
六

0
0
會
II

で
は
意
義
深
い
年
に
卒
業
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
た
め
陸

海
軍
獣
納
盟
の
共
同
制
作
を
翼
ひ
、
去
る
三
月
卒
業
以
来
精
進
し
て
ゐ
た
が

こ
の
程
完
成
、
廿
二
日
正
午
陸
軍
省
伽
兵
部
に
出
頭
獣
約
の
手
績
を
と
つ

た
、
こ

の
獣
納
聾
に
心
身
を
打
込
ん
だ
若
人
は

大
澤
正
夫
、
本
城
正
、
興
椙
武
、
藤
本
東
一
＿
艮
、
大
柳
龍
男
、
乙
葉
統
、

小
野
田
弘
蒲
、
金
子
徳
衛
、
竹
澤
基
、
盆
永
端
、
宮
河
久
、
浅
井
堅
治
の

十
二
名

で
堂
林
祉
小
林
萬
吾
盟
伯
の
熱
心
な
指
禅
の
下
に
各
自
が
彩
管
報
國
の
精
紳

を
こ
め
て
従
来
の
モ
ン
タ
ー
シ
ュ
式
を
排
し
タ
ブ
ロ
ー
の
形
を
持
っ
た
共
同

制
作
『
初
夏
の
子
供
』
を
完
成
し
た
も
の
で
陸
軍
で
は
非
常
に
感
激
し
早
速

南
京
穂
司
令
部
に
送
り
劇
務
に
疲
れ
た
将
兵
の
眼
を
、
心
を
慰
め
る
こ
と
4
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